


序　　　文序　　　文序　　　文序　　　文序　　　文
　

　ブラジル連邦共和国は現在、産業界全体として品質・生産性の向上に取り組んでいま

すが、鋳造技術については熟練技術者の不足から、先進諸国に比べまだまだ低品質から

生じる損失が大きく、生産量は日本の４分の１程度です。近年、ブラジルの鋳造製品の

世界的市場参加率が伸びていますが、外資系企業による生産が大きいこと、また、原材

料、労働力など生産コストの安さからくる競争力の強さによるところが大きく、労働者

の基礎技術については向上が必要です。

　しかしながら、当該分野の技術者養成を目的とする唯一の公的職業訓練機関である全

国工業職業訓練機関（SENAI）ミナス・ジェライス地方局マルセリーノ・コハジ鋳造技術

センター（CETEF）は、施設面の老朽化が著しく、技術革新に追い付けずにいました。

　かかる状況の下、ブラジル政府はCETEFを全面的に改築し、ミナス・ジェライス州のみ

ならず全国より生徒を受け入れる近代的センターの設置を計画し、鋳造分野において世

界的にトップクラスの技術を有する我が国に対して、需要の著しい自動車など機械製造

分野の技能者の育成につき1992年10月、プロジェクト方式技術協力を要請してきまし

た。

　我が国政府は1996年３月ブラジル側の要請・ニーズの確認、実施機関の実施能力の確

認等を目的として事前調査団を派遣しました。さらに、同年８月に詳細協力内容の策定

を目的として長期調査を実施しました。

　今般、事前調査及び長期調査の報告を踏まえ、プロジェクトの実施に際しての日本・

ブラジル双方の責任分担を再確認するとともに、基本計画、技術協力計画等最終合意に

向け協議し、討議議事録（Record of Discussions）をとりまとめ、署名することを目

的として、外務省経済協力局技術協力課・塩尻宏企画官を団長として、1996年12月、実

施協議調査団をブラジルに派遣しました。

　本報告書は、同調査団の調査結果をとりまとめたものです。

　ここに、本調査団の派遣に関しご協力いただいた、日本及びブラジル両国の関係各位

に対し、深甚なる謝意を表するとともに、あわせて今後のご支援をお願いする次第で

す。

　　1997年１月

国国国国国     際際際際際     協協協協協     力力力力力     事事事事事     業業業業業     団団団団団
理理理理理     事事事事事　　大　　大　　大　　大　　大     角角角角角     恒恒恒恒恒     生生生生生









目　　　　　次目　　　　　次目　　　　　次目　　　　　次目　　　　　次

序　文

写　真

プロジェクト・サイト位置図

１　実施協議調査団の概要 ……………………………………………………………………………… 1

　１－１　調査団派遣の経緯 …………………………………………………………………………… 1

　１－２　主要調査事項 ………………………………………………………………………………… 1

　１－３　調査団の構成 ………………………………………………………………………………… 2

　１－４　調査日程 ……………………………………………………………………………………… 3

　１－５　主要面談者 …………………………………………………………………………………… 4

２　調査・協議結果 ……………………………………………………………………………………… 5

３　調査団所感 ……………………………………………………………………………………………12

　３－１　協議の概要 ……………………………………………………………………………………12

　３－２　特記事項 ………………………………………………………………………………………12

　３－３　団長所感 ………………………………………………………………………………………13

付属資料

　資料１．討議議事録（R/D） …………………………………………………………………………17

　資料２．ミニッツ（M/D） ……………………………………………………………………………30

　資料３．暫定実施計画（TSI） ………………………………………………………………………68



－1－

１．実施協議調査団の概要１．実施協議調査団の概要１．実施協議調査団の概要１．実施協議調査団の概要１．実施協議調査団の概要

１－１　調査団派遣の経緯１－１　調査団派遣の経緯１－１　調査団派遣の経緯１－１　調査団派遣の経緯１－１　調査団派遣の経緯

　ブラジル連邦共和国は現在、産業界全体として品質・生産性の向上に取り組んでいるが、鋳造

技術については熟練技術者の不足から、先進諸国に比べまだまだ低品質から生じる損失が大き

く、一人当たり生産量は日本の４分の１程度である。近年、ブラジルの鋳造製品の世界的市場参

加率が伸びているが、外資系企業による生産が大きいこと、また、原材料、労働力など生産コス

トの安さからくる競争力の強さによるところが大きく、労働者の基礎技術については向上が必要

である。

　かかる状況の下、当該分野の技術者養成を目的とする唯一の公的職業訓練機関である全国工業

職業訓練機関（S E N A I ）ミナス・ジェライス支局マルセリーノ・コハジ鋳造技術センター

（CETEF）は、施設面の老朽化が著しく、ミナス・ジェライス州のみならず全国より生徒を受け

入れる近代的センターであるものの、技術革新に追い付けず、鋳造分野において世界的にトップ

クラスの技術を有する我が国に対して、需要の著しい自動車など機械製造分野の技能者の養成に

つきプロジェクト方式技術協力を要請してきた。

　ミナス・ジェライス州は、同国においてサンパウロ州に次ぐ工業地域であり工業成長率は8.3

％、GDPは1994年で約360億ドルとブラジル全体の9.8％を占めている。また、自動車および機械

工場が集中し、鋳造業は国の平均をはるかに上回る発展を見せており、ブラジル全体の生産の35

％を占めていることから鋳造技術の向上に対するニーズは高い。したがって同州にあるCETEFで

のプロジェクト実施はブラジル全体の品質・生産性向上に与える影響力を期待できるものと思わ

れる。

　我が国政府は1996年３月ブラジル側の要請・ニーズの確認、実施機関の実施能力の確認等を目

的として事前調査団を派遣し、またブラジル側の技術レベル・技術協力のニーズ等をさらに把握

するために、1996年８月に長期調査員を派遣した。

　本調査団は上記事前調査団及び長期調査員の派遣を通じて策定された暫定実施計画、技術移転

項目及び日本・ブラジル双方の責任分担を確認し、R/D等の署名交換を行うことを目的として派

遣するものである。

１－２　主要調査事項１－２　主要調査事項１－２　主要調査事項１－２　主要調査事項１－２　主要調査事項

　(1) 基本計画（マスタープラン）の確認

　(2) 技術協力計画の確認

　(3) 暫定実施計画の策定
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　　〈日本側〉

　　　・長期・短期専門家派遣計画

　　　・研修員受入計画

　　　・機材供与計画

　　〈ブラジル側〉

　　　・予算措置の状況

　　　・建物、施設、ユーティリティー等の整備

　　　・組織

　　　・C/P及びスタッフの配置計画

　(4) 実施運営管理上の問題点の把握

１－３　調査団の構成１－３　調査団の構成１－３　調査団の構成１－３　調査団の構成１－３　調査団の構成

　氏　名 　 分　野 　　　　　　　　　所　　　　　　　　属

塩尻　　宏 団長・総括 外務省　経済協力局　技術協力課　企画官

金澤　祐治 技術協力計画 通商産業省　機械情報産業局　鋳鍛造品課　係長

荻布真十郎 技術移転計画 (財)素形材センター常務理事

勝又　　晋 プロジェクト企画 国際協力事業団　鉱工業開発協力部　鉱工業開発協力第一課　職員

上野　貞信 業務調整 国際協力事業団　鉱工業開発協力部　鉱工業開発協力課　特別嘱託
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日順 　日　　付 　　　　　塩尻団長・勝又団員 　　金澤団員・上野団員 　　　　　 荻布団員

 １ 12月１日 日 12:30　成田発（JL010便）→08:50　シカゴ着

10:20　シカゴ発（AA472便）→14:19　マイアミ着

 ２ 　　２日 月 11:15　マイアミ発（TR795便）→21:37　ブラジリア着

　　　　（JICA吾郷、マウロ所員出迎え）

 ３ 　　３日 火 09:00　JICAブラジル事務所打合せ 17:15　成田発（UA800便）

10:30　SENAI国際局表敬 15:45　ニューヨーク着

11:30　伯外務省（ABC）表敬 20:00　ニューヨーク発(RG865便)

12:30　JICAブラジル事務所主催昼食会

14:30　日本大使館・公使表敬

15:00　引き続き産廃プロジェクトに係る打合せ(団長及び勝又団員)

19:30　大使館主催夕食会（出席者：水沼公使、岡田書記官）

 ４ 　　４日 水 11:45　ブラジリア発(RG280)→12:55　ベロオリゾンテ着(吾郷所員同行)　 08:30　サンパウロ着

＊欠航により、TAM便に振り替え、15:15　ブラジリア発 11:00　サンパウロ発(VP114便)

16:00　ベロオリゾンテ着 12:00　ベロオリゾンテ着

（新井通訳出迎え）

17:30　SENAI/MG主催歓迎会

18:30　MG地方工業連盟（FIEMG）、SENAI/MG地方局表敬

19:30　ベロオリゾンテ発→21:30　イタウナ着（陸路）

 ５ 　　５日 木 10:00　CETEF表敬

11:30　CETEF主催昼食会

13:30　Corraji鋳造会社視察（イタウナ市）

15:30　Aldebara鋳造会社視察（イタウナ市）

 ６ 　　６日 金 09:00　R/D案検討・協議

19:30　団長主催夕食懇談会

 ７ 　　７日 土 09:00　R/D案確認、TSI案及びM/D案検討・協議

20:00　CETEF主催夕食懇親会

 ８ 　　８日 日 　　　 資料整理

 ９ 　　９日 月 09:00　TSI案及びM/D案確認

14:00　協力案細部に係る協議

 10 　　10日 火 09:00　イタウナ発→ベロオリゾンテ（陸路）

11:00　FIEMGに於いてのR/D、TSI及びM/D署名

12:30　団長主催昼食会

14:30　FIEMGトレードセンター視察

15:30　ベロオリゾンテ市視察

17:50　ベロオリゾンテ発（RG281）→18:55　ブラジリア着（マウロ所員出迎え）

 11 　　11日 水 09:30　JICAブラジル事務所報告

11:30　伯外務省（ABC）においてR/D署名（SENAI国際局同席）

14:30　大使館報告

17:30　ブラジリア発（RG277便） 22:45　空港チェックイン

　　　　(吾郷、マウロ所員見送り)

19:00　サンパウロ着(借上小原タクシー)

22:00　ホテルチェックイン

22:30　夕食懇談会(於:レストランかぶら)

 12 　　12日 木 08:00　ホテル発 00:45　ブラジリア発（TR796）（吾郷、マウロ所員見送り）

09:30　産業廃棄物処理技術プロジェクト着 09:00　ニューヨーク着

11:30　産業廃棄物処理技術プロジェクト発 12:10　ニューヨーク発（JL005）

13:00　昼食会（於:レストランサントリー）

15:00　総領事館・総領事表敬

 13 　　13日 金 01:10　サンパウロ発（JL067） 16:15　成田着

 14 　　14日 土 13:10　成田着

１－４　調査日程１－４　調査日程１－４　調査日程１－４　調査日程１－４　調査日程
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１－５　主要面談者１－５　主要面談者１－５　主要面談者１－５　主要面談者１－５　主要面談者

〈ブラジル側〉

　１　ブラジル協力事業団（ABC）

Mr. Elim S. Dutra 長官（R/D署名者）

Ms. Mariza C. S. Graca Lima ヨーロッパ・アジア担当二国間技術協力調整官

　２　全国工業関連職業訓練機関本局国際部（SENAI/DN）

Mr. Carlos Alberto Leao 官房長官（R/D代理署名者）

Mr. Ricardo Machado de Azevedo e Souza 技術部国際協力課（ANIC）

　３　ミナス・ジェライス州工業連盟（FIEMG）

Mr. Stefan Bogdan Salej 総裁

Mr. Ildeu da Siveira e Silva 副総裁（R/D代理署名者）

Mr. Baques Wladimir Carvalho Sanna 国際関係・外国貿易マネージャー

Mr. Tarcisio Cardoso de Souza 品質管理顧問

　４　全国工業関連職業訓練機関ミナス・ジェライス州地方局（SENAI/MG）

Mr. Wilson Luiz Martins Leal 地方局長（R/D、TSI、M/D署名者)

Ms. Miriam Massote Aguiar Takahashi 業務マネージャー

　５　鋳造技術センター（CETEF）

Mr. Vicente de Paulo Parreiras Castanheira 所長

Mr. Virgilio Andrade Maia Botelho 技術支援マネージャー

〈日本側〉

　１　在ブラジル日本国大使館

水谷　　周 公使

岡田　俊郎 一等書記官

　２　JICAブラジル事務所

松本　宣彦 所長

白石　秀和 次長

吾郷　珠子 所員

マウロ井上 現地職員
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２．調査・協議結果２．調査・協議結果２．調査・協議結果２．調査・協議結果２．調査・協議結果

１．プロジェクト
　名称

２．実施機関
　(1)技協窓口

　(2) 主管官庁

　(3) 要請機関

　(4) 実施機関

３．責任者
　(1) 総括責任者

　(2) 実施責任者

４．協力期間

（和）中小企業鋳造技術向上
（英）Quality Improvement of
Foundry Technology in Small and
Medium Scale Industry

ブラジル協力事業団（ABC）

　労働省（Ministry of Labor）が
SENAI（後述）の審議会メンバーとし
て参画。プロジェクトには直接的には
関与しない。

全国工業職業訓練機関（SENAI - Na-
tional Service for Industrial
Apprenticeship）
　SENAIの運営管理は各地方局によっ
てかなり独立。国際協力に関する基本
方針についてはSENAI本局技術部が所
管するが、プロジェクト実施は各地方
局が責任を負う。
　SENAIの組織改編が行われる見込み
との情報があるが、現時点では確認し
ていない。

SENAIミナス・ジェライス地方局マル
セリーノ・コハジ鋳造技術センター
（CETEF-Foundry Technology Center,
Marcellino Corradi, SENAI/MG）

SENAIミナス・ジェライス地方局長
（副総括責任者：CETEF所長）

CETEF技術支援マネージャー

　長期調査の際に、機材の納期や技術
移転に要する期間を検討した結果、４
年間から５年間に変更した。

　変更なきことを確
認し、R/Dに記載す
る。

　再確認する。

　再確認する。

　組織改編の状況に
ついて再確認する。

　再確認し、R/Dに
記載する。

　再確認し、R/Dに
記載する。

　再確認し、R/Dに
記載する。

　1997年３月１日か
ら2002年２月28日ま
での５年間とする旨
R/Dに記載する。

　変更なきことを確
認した。

　左記について再確
認した。

　労働省のほか、教
育省も審議会メン
バーとして参画して
いることを含め、確
認した。

　SENAI/DN（本局）
とSENAI/MG（ミナ
ス・ジェライス地方
局）の役割分担を明
確にするため、要請
機関であり、調整・
責任機関である
SENAI/DNを責任機関
（r e s p o n s i b l e
institution）とし
てR/Dに記載した。

　SENAI/MGを実施機
関（e x e c u t i n g
institition）とし
てR/Dに記載した。
CETEFは、プロジェ
クトの実施地とし
て、R/Dに記載した｡

　再確認のうえ､
R/Dに記載した。

　再確認のうえ､
R/Dに記載した。

　左記の内容をR/D
に記載した。

　　 調査項目  調査団実施前までの状況及び問題点 　　 対処方針 　　 協議結果
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５．プロジェクト
　内容

　(1) プロジェクト
　の上位目標

　(2) プロジェクト
　の目標

〈技術移転分野〉
長期専門家
(1) アルミ合金鋳造（金型鋳造、ダイ
　カスト）
(2) 精密鋳造（ロストワックス法）

短期専門家
(3) 鋳鋼および特殊鋳鉄
(4) 有機自硬性鋳型法
(5) 鋳造工場の機械化（合理化）手法
(6) 金型の保守管理
(7) アルミ合金鋳造およびロスト・
　ワックス法に関する金型・ロウ型の
　設計・製作の知識

[スーパーゴール]
　ブラジルの中小鋳造企業の品質及び
生産性が国際競争力の強化を伴い向上
される。
[上位目標]
　ブラジルの中小鋳造企業の技術者の
能力が向上される。

[プロジェクト目標]
　CETEFの中小企業向け研修サービス
及び技術支援サービスが向上される。

　左記事項を確認
し､R/Dに記載する。
ただし、左記(7)に
関しては，ブラジル
側のニーズについて
確認した上で、技術
移転内容について今
後細部のつめを行う
旨、M / D に記載す
る。

　左記確認のうえ、
R/Dに記載する。

　左記確認のうえ、
R/Dに記載する。

　左記の対処方針ど
おりに対処した。
　なお、ブラジル側
より、(1)アルミ合
金鋳造のうち金型鋳
造について、地場産
業の要望が高まって
いるとし、長期調査
のM/Dで合意されて
いる同分野の技術移
転の時期を早めるよ
う新たに要請があ
り、日本側は実施計
画全体での調整が必
要となるため、調査
団として持ち帰って
検討することとし、
M/Dに要請があった
旨記載した。
　また、(7)アルミ
合金鋳造およびロス
ト・ワックス法に関
する金型・ロウ型の
設計・製作の知識に
ついてもブラジル側
より、技術移転の時
期を可能な限り早め
るよう要請があり、
M/Dに、その趣旨の
文言を追加した。

　左記について確認
し、R/Dに記載した｡

　左記について確認
し、R/Dに記載した｡

　　 調査項目  調査団実施前までの状況及び問題点 　　 対処方針 　　 協議結果



－7－

　(3) 成　果

　(4) 活　動

a)CETEFのC/Pの技術能力が国際水準に
見合う鋳造製品製造に必要な指導を
行えるレベルに向上する。
b)CETEFの品質向上に関する研修サー
ビス拡充に必要な機材が適切に導入
され、維持管理される。
c)CETEFの研修サービスがブラジルの
鋳造分野中小企業のニーズにあった
形で向上する。
d)CETEFの中小企業向け支援サービス
がブラジルの鋳造分野中小企業の
ニーズにあった形でシステム化さ
れ、向上する。

a)-1 C/P養成計画を策定する。
a)-2 日本人専門家からC/Pに対する技

術移転を行う。
a)-3 C/Pの日本研修を行う。
a)-4 C/Pの技術習熟度を筆記および実
　　 地試験により測定する。
b)-1 研修向上に必要な機材を調達
　　 し、据え付ける。
b)-2 機材を適切に使用し、維持管理

する。
c)-1 各技術移転分野ごとに、既存の

研修コースを見直す。
c)-2 各技術移転分野ごとに、カリキ
　　 ュラムを策定し、教材を整備す

る。
c)-3 研修コースを準備、実施、評価

する。
d)-1 各技術移転分野について、既存

の技術支援サービスを見直す。
d)-2 製造プロセス、機材の仕様、工

場のレイアウト等のカテゴリー
別にガイドラインやマニュアル
を整備する。

d)-3 技術支援サービスを、準備、実
施、評価する。

　左記を確認のう
え､R/Dに記載する。

　左記を確認のう
え､R/Dに記載する。

　左記について確認
し、R/Dに記載した｡

　左記について確認
し、R/Dに記載した｡

　　 調査項目  調査団実施前までの状況及び問題点 　　 対処方針 　　 協議結果
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６．実施機関の組織

７．実施機関の予算

８．実施機関の技術
　レベル等

職員総数　　　　　　46名
　所長　　　　　　　 1名
　事務職員　　　　　12名
　技術者　　　　　　28名
　（研究中心）
　インストラクター　 9名
　（教育中心）
　教官　　　　　　　 1名
　（体育）

　C/Pは計14名（うち12名が各技術分
野担当、残り２名は運営・実施管
理）。

　SENAIの財源は、現在のところ各地
方局が企業から労働者に対する支払額
の１％（500人以上の従業員を有する
企業からは更に0.2％）を徴収し、う
ち85％が地方局、15％が全国局に回さ
れるシステム。CETEFの財源はその中
から配分されており安定している。た
だし、このシステムは企業の合理化に
伴う人員削減の直接的影響を受けるた
め、見直しが行われている。
　暫定的なブラジル側ローカル・コス
ト（５年計画）が長期調査のM/Dに示
されている。

　長期調査までにCETEFによるアン
ケート調査等により本件プロジェクト
の方向性がCETEF登録中小企業の目的
に合致していることをおよそ確認して
いる。

　左記を確認のう
え､M/Dに記載する。

　左記の状況につい
て現状確認のうえ、
ブラジル側ローカル
コスト（５年計画）
についてM/Dに記載
する。

　左記の内容につい
て確認する。

　CETEFの組織につ
いて、以下の内容を
M/Dに記載した。

職員総数　　　48名
エンジニア　 12名
化学者 　  1名
司書　　　 　  2名
教官  　　　　 2名
鋳造技術者　  10名
化学技術者　　 1名
事務職員　　　10名
サポーティングスタッフ
　　　　　　　10名

　C/Pは計14名（う
ち12名が各技術分野
担当、残り２名は運
営・実施管理）で個
人名を除き、長期調
査時と同様となっ
た。

　SENAIの収入シス
テムについては、引
き続き見直しが行わ
れているとの情報は
得たが、現状は右内
容にて変化なきこと
を確認した。
　ブラジル側ローカ
ル・コスト（５年計
画）について、M/D
に記載した。

　左記の内容につい
て確認した。

　　 調査項目  調査団実施前までの状況及び問題点 　　 対処方針 　　 協議結果
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９．施設・設備面

10．専門家派遣
　(1) 長期専門家

　(2) 短期専門家

11．研修員受入

　優れた施設・設備を有している。日
本人専門家の執務室配置、供与機材の
設置スペース（機材設置スペース不足
のおそれあり）およびユーティリ
ティー等について、ブラジル側がしか
るべく用意することを約している。

　専門家移動用の車両の提供について
は、長期調査時に、新規に車両を購入
することは困難なため、リースによっ
て対応したいとの回答を得ている。

(1) チーフアドバイザー
(2) 業務調整員
(3) アルミ合金鋳造
(4) 精密鋳造（ロスト・ワックス法）
　ほかに日本・ブラジル双方の合意に
基づき、必要に応じ派遣。

　熔解／熱処理、有機自硬性鋳型、工
場機械化（合理化）、金型の保守管
理、金型・ロウ型の設計・製作に関す
る知識。
　ほかに日本・ブラジル双方の合意に
基づき、必要に応じ派遣。

　毎年２～３名程度のC/ P研修を行
う。また、ブラジル国内に各分野とも
先端技術を有することが確認されてお
り、ブラジル国内研修の有効活用も検
討する方向となっている。（特にダイ
カスト分野）

　左記の内容につい
て再確認しM/Dに記
載すると同時に、ブ
ラジル側準備状況に
ついても現状を把握
する。

　左記の内容につい
て再確認しM/Dに記
載すると同時に、現
状把握を行う。

　左記の内容につい
て確認し、R/Dに記
載する。A1フォーム
の到着時期（派遣２
か月前）をM/Dに記
載する。
　要請ルートについ
て確認する。

　左記の事項につい
て確認し、R/Dに記
載する。A1フォーム
の到着時期（派遣３
か月前)をM/Dに記載
する｡
　金型・ロウ型の設
計・製作に関する知
識については、ブラ
ジル側のニーズにつ
いて確認したうえ
で、技術移転内容に
ついて今後細部のつ
めを行う旨、M/Dに
記載する。

　左記の内容につい
て確認し、ブラジル
国内での研修につい
ても協議したうえ
で､M/Dに記載する。
　A2/3フォームの到
着時期（派遣の２か
月前）をM/Dに記載
する。
　C/P研修の希望内
容について調査す
る。

　左記の内容につい
て確認し、M/Dに記
載するとともに、ブ
ラジル側準備状況把
握のために、現場視
察等を実施した。

　確認し、M/Dに記
載した。

　左記の内容のとお
り、R/D、M/Dに記載
した。

　要請ルートについ
ては、詳細をブラジ
ル側で確認すること
とした。

　左記の内容のとお
り、（ただし、A 1
フォームの到着時期
については、技術移
転分野に明示されて
いる分野の専門家に
ついては派遣３か月
前、その他の専門家
については派遣２か
月前とした｡)R/D、
M/Dに記載した。

　対処方針どおり。

　　 調査項目  調査団実施前までの状況及び問題点 　　 対処方針 　　 協議結果
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12．機材供与 　以下の分野に関する機材供与を実施
する。
・ダイカスト
・重力鋳造
・精密鋳造（ロストワックス法）
・熔解／熱処理
・レジンサンド

　長期調査時に機材供与の内容につい
て協議を実施し、その詳細結果をまと
めたリストをメモとして手交してい
る。
　　　↓
（参考）
　長期調査員が機材の内容を確認した
ところ、５年間の供与機材総額が２億
2,300万円程度となっている。
　５年間の機材供与計画（案）を各分
野長期調査員が作成している。

　また長期調査時に、機材の据え付け
はブラジル側が負担するとの原則を再
確認し、M/Dに記載している。

　ただし、ブラジル側がユーティリ
ティー等の工事を行うにあたっては日
本側の技術的アドバイスが不可欠であ
り、特にロストワックス関係機材につ
いては、設計を含めた形で本邦調達
し、ブラジル側に右設計に基づく基礎
工事の詳細な指示を与える必要がある
ことがわかった。

　事項を確認のう
え、R / D に記載す
る。
　A4フォームの到着
時期（1997年４月
末）をM/Dに記載す
る。

　左記の事項を確認
し、ブラジル側から
の要望リストをM/D
に添付する。

　左記の事項を確認
のうえM/Dに記載す
る。

　左記の事項を確認
のうえM/Dに記載す
る。特にロストワッ
クスについては設置
条件に関して短期専
門家が調査し、右条
件に
基づく基礎工事をブ
ラジル側が実施する
こととする。また、
据え付け時も、短期
専門家が据え付け指
導を行う｡その旨M/D
に記載する。

　左記内容のとお
り、R/D、M/Dに記載
した。

　対処方針どおり、
ブラジル側からの要
望リストをM/Dに添
付した。

　左記について確認
し、M/Dに記載した｡

　左記について確認
し、M/Dに記載した｡

　　 調査項目  調査団実施前までの状況及び問題点 　　 対処方針 　　 協議結果
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13．PDM

14．暫定実施計画
　（TSI）

15．技術協力計画
　（TCP）

16．合同調整委員会

17．合同評価

18．使用言語

19．ブラジル側の措
　置事項

20．技術移転の波及
　効果

　長期調査時のM/Dに添付している。

　長期調査時のM/Dに添付している。

　長期調査時のM/Dに添付している。

　長期調査時に委員会の目的、メン
バーを記載し、M/Dに記載している。

　日本・ブラジル合同で中間時・終了
時評価及びその他の評価を必要に応じ
実施することを確認している。

　技術協力は原則的に英語で行うこと
を確認している。

　日本・ブラジル技術協力協定に従っ
て、特権免除等の内容を確認してい
る。

　より詳細にした部
分を含め、右内容を
確認のうえM/Dに記
載する。

　左記の内容を確認
のうえTSIに記載す
る｡

　左記の内容を確認
のうえM/Dに記載す
る。

　左記の内容を再確
認のうえR/Dに記載
する。

　左記の内容を確認
のうえR/Dに記載す
る。

　左記の内容を確認
のうえM/Dに記載す
る。

　左記の内容を確認
のうえR/Dに記載す
る。

　セミナーの実施、
マニュアル、テキス
トの作成等を通じ、
ブラジル側が技術移
転された内容をブラ
ジル国内の社会経済
に貢献するべく波及
させるように努力す
ることを確認し､
M/Dに記載する。

　左記について確認
し、M/Dに記載した｡

　左記について確認
し、TSIに記載した｡

　左記について確認
し、M/Dに記載した｡

　左記について確認
し、M/Dに記載した｡

　左記について確認
し、R/Dに記載した｡

　左記について確認
し、M/Dに記載した｡

　左記について確認
し、R/Dに記載した｡

　左記について確認
し、M/Dに記載した｡

　　 調査項目  調査団実施前までの状況及び問題点 　　 対処方針 　　 協議結果
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３．調査団所感３．調査団所感３．調査団所感３．調査団所感３．調査団所感

３－１　協議の概要３－１　協議の概要３－１　協議の概要３－１　協議の概要３－１　協議の概要

　(1) 本件調査団は12月２日より11日までブラジルを訪問し、本件プロジェクトの先方窓口機

関であるABC（ブラジル協力事業団）及び実施機関であるSENAI/MG（全国工業職業訓練機関

－ミナス・ジェライス地方局）並びに調整・責任機関であるSENAI/DN（SENAI－本局）と所

要の協議を行い、合意した討議議事録(R/D)、ミニッツ(M/D)及び暫定実施計画(TSI)につい

て10日ベロ・オリゾンテ（ミナス・ジェライス州都）のSENAI/MG本部にて我が方団長と先方

代表者が署名交換を行った（ブラジル側の都合により、ABC及びSENAI/DNの代表は１１日ブ

ラジリアで追加署名）。

　(2) R/D、M/D、TSIについての実質的な協議は本件プロジェクトのサイトに予定されているミ

ナス・ジェライス州イタウナ市（ベロ・オリゾンテ西方80キロ）にある鋳造技術センター

（CETEF：SENAI/MG付属訓練機関）において５日から９日まで行われ、先方よりヴィセンチ

CETEF所長、ヴィルジリオCETEF技術支援マネージャー及びブラジリアのSENAI/DNよりリカ

ルド技術部国際課長代行が参加したほか、我が方よりJICAブラジル事務所の吾郷職員が参加

した。（なお、当初予定していたABC担当官の参加は先方の都合により取り止めとなった）。

　(3) 1996年３月の事前調査及び８月の長期調査の結果を踏まえて行われた今回協議において

は、事前に先方に提示していた我が方作成のR/D、M/D、TSIの各案文につき基本的には先方

の同意を得たが、一部についてはブラジル側の事情及び都合により、先方が強く要請したの

で、我が方案に所要の修正を行うことで合意した。

３－２　特記事項３－２　特記事項３－２　特記事項３－２　特記事項３－２　特記事項

　(1) 協議において、先方より本件プロジェクトの関係機関としてSENAI/MG（実施機関）及び

ABC（窓口機関）に加え、SENAIの各地方局が行う事業への予算配分及び外国との協力事業に

関する連絡・調整等の権限と責任を有するSENAI/DNを関係機関（具体的には責任機関）とし

てR/Dに明記する必要がある旨の説明があったので、我が方はこれを受け入れることとした。

　(2) 上記の次第を踏まえ、さらに先方よりR/Dのタイトル部分にブラジル側のすべての関係機

関の固有名称を記載するよう強く要望したので、我が方より具体的な関係機関は本文に明記

されているため、英文表記上の体裁からもタイトル部分については我が方案（The Authori-

ties concerned of……）が望ましい旨応答したところ、先方より日本側の説明はそれなり

に理解し得るが、ブラジル側の特殊事情もあり、関係機関の積極的な関心と協力を確保する

ためにはタイトル部分にもそれぞれの機関の固有名称を明記することが是非とも必要である

として、重ねて我が方の同意を強く要請したので、ブラジル側の主張には我が方としても必
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ずしも納得している訳ではない旨述べたうえで、合意の内容に特段の影響がないものと判断

し、これを受け入れることとした。

　(3) 技術移転分野の協議において、先方より、最近ブラジル国内において「アルミ合金鋳造

及びロスト・ワックス法に関する金型・ロウ型の設計・製作の知識」の技術に対する需要が

急速に高まっているとして、過去の累次協議において要請していた同分野の技術移転の実施

と、かつ、その時期を可能な限り早めるようよう強く要請してきた。我が方としては、既に

国内においてその実施方法について検討してきたところであり、ブラジル側の事情を勘案

し、最終的に調整された対処方針に従い条件を付して受け入れることとし、M/Dにおいて「具

体的な内容について引き続き双方が協議する。かつブラジル側はその時期を早めることを期

待する」との趣旨の文言を追加することとした。

　　　また「アルミ合金鋳造」のうち「金型鋳造」については、同様に地場産業の要望が高まっ

ているとして、８月のM/Dで合意されている同分野の技術移転計画の時期（2000年度開始）

を可能な限り早めるよう新たに要請したところ、本件については、実施計画全体の中での調

整が必要となるため、調査団として持ち帰って検討することとし、M/Dには先方より要望が

あった旨の記載にとどめることとした。

３－３　団長所感３－３　団長所感３－３　団長所感３－３　団長所感３－３　団長所感

　(1) 今回の協議を通じ、本件協力に対するブラジル側の高い期待と強い熱意が感じられた。

ABC及びSENAI/DNなどブラジリア所在の関係機関は、これまでの我が国の技術協力がブラジ

ルの経済発展を支える人材養成に大きく貢献してきたとして高く評価するとともに、これま

で成功している数多くの技術協力案件と同様に本件についてもブラジルの産業発展に大きく

寄与するものとなることを確信しているとして、必ずしも外交辞礼のみとは言えないほどの

強い関心と期待を表明していた。

　　　また、SENAI/MGの幹部及び実施サイトに予定されているCETEFの責任者等実施機関の関係

者は、それぞれの訪日経験及び過去にミナス・ジェライス州内で行われた我が国の技術協力

案件（例：SENAI/MG電気・電子職業訓練センター、1979-84)等に関与した経験を踏まえ、今

回のプロジェクトについて一層大きな期待と関心を寄せ、協議においても先方関係者の並々

ならぬ熱意が感じられた。

　(2) 上記協議を通じ、本件協力に対するブラジル側の熱意は大きなものがあり、また我が方

の準備状況から見て、本件プロジェクトの実施環境は基本的に整っているとは思われるが、

実施にあたっては、文化的背景が異なることから日常の業務遂行に際して必ずしも円滑に進

まない場合もあることは十分に想像される。本調査団の訪問中に接触のあったブラジル側関

係者より、我が国専門家はブラジルの発展に寄与したいとの気持ちから日本から遠く離れた
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土地で、かつ、不慣れな環境の中で努力していることを理解し、今後とも一層努力する旨の

好意的かつ積極的反応を得たが、その際先方関係者の一部から、我が方専門家としても困難

や問題に遭遇した際にはブラジル人同僚または関係者に臆せず率直に打ち明けて相談してほ

しい旨の助言があったことは、我が方としても留意すべきと思われる。

　(3) 我が国外交の三本柱の１つとしてのODA協力の中でも技術協力は、我が国専門家が相手国

C/Pと直接接触して技術移転を行うもので、国民レベルでの相互理解の増進に資する最も有

効な手段であると思われるが、その成否はまさに専門家一人一人の才能とやる気にかかって

いるともいえる。専門家個々人に自己の職責についての自覚を期待することは当然として

も、国情の異なる地域に派遣されるそれら専門家がより意欲的かつ効果的に活躍するために

は、今後ともJICA事務所、大使館の配慮と支援が是非とも必要と思われる。



付　属　資　料

資料１．討議議事録（R/D）

資料２．ミニッツ（M/D）

資料３．暫定実施計画（TSI）
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